
国語 第３学年 

１．教科の目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し、適切に表

現する資質・能力を育成することを目指す。 

 

２．年間計画 

【1 学期】 

・物語文、説明的文章 

・文法、言語事項 

・硬筆 

・スピーチ 

【2 学期】 

・物語文、説明的文章 

・文法、言語事項 

・古典文学 

・書き初め 

・スピーチ 

・作文 

【3 学期】 

・物語文、説明的文章 

・文法、言語事項 

・問題演習 

・スピーチ 

・作文 

 

３．評価の観点、評価規準と評価方法 

 ①知識・理解 ②思考・判断・表現 ③主体的に取り組む態度 

評価規準 社会生活に必要な国語

の知識や技能を身に付

けるとともに，我が国の

言語文化に親しんだり

理解したりすることが

できる。 

論理的に考える力や深

く共感したり豊かに想

像したりする力を養

い，社会生活における

人との関わりの中で伝

え合う力を高め，自分

の思いや考えを広げた

り深めたりすることが

できる。 

言葉がもつ価値を認識す

るとともに，読書を通し

て自己を向上させ，我が

国の言語文化に関わり，

思いや考えを伝え合おう

とする態度を養う。 

評価方法 ・定期テスト 

・小テスト 

・授業中の取組み 

など 

・定期テスト 

・小テスト 

・授業中の取組み 

など 

・授業態度 

・小テスト 

・提出物 

 など 

 

 



社会科 第３学年 

１．教科の目標 

社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い

視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会

の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を育成する。 

２．年間計画 

【1 学期】 

≪歴史的分野≫ 

C 近現代の日本と世界 

（１）近代の日本と世界 

（エ）近代産業の発展と近代文 

化の形成 

（オ）第一次世界大戦前後の国 

際情勢と大衆の出現 

（カ）第二次世界大戦と人類へ 

の惨禍 

（２）現代の日本と世界 

（ア）日本の民主化と冷戦下の 

国際社会 

（イ）日本の経済の発展とグロ 

ーバル化する世界 

【2 学期】 

≪公民的分野≫ 

◎A 私たちと現代社会 

（１）私たちが生きる現代社会 

と文化の特色 

（２）現代社会を捉える枠組み 

◎C 私たちと政治 

（１）人間の尊重と日本国憲法 

の基本原則 

（２）民主政治と政治参加 

◎B 私たちと経済 

（１）市場の働きと経済 

（２）国民の生活と政府の役割 

【3 学期】 

D 私たちと国際社会の諸課題 

（１）世界平和と人類の福祉の 

増大 

（２）よりよい社会を目指して 

３．評価の観点、評価規準と評価方法 

 ①知識・理解 ②思考・判断・表現 ③主体的に取り組む態度 

評価規準 

我が国の国土と歴史、現代

の政治、経済、国際関係等

に関して理解しているとと

もに、調査や諸資料から

様々な情報を効果的に調べ

まとめているか。 

社会的事象の意味や意

義、特色や相互の関連を

多面的・多角的に考察し

たり、社会に見られる課

題の解決に向けて選択・

判断したり、思考・判断

したことを説明したり、

それらを基に議論したり

しているか。 

社会的事象について、国家

及び社会の担い手として、

よりよい社会の実現を視野

に課題を主体的に解決しよ

うとしているか。 

評価方法 

・定期テスト 

・単元の確認テスト 

・授業用ノート 

・レポート 

・定期テスト 

・レポート 

・話し合い活動 

・授業中の観察 

・レポート 

・自己評価シート 



数学 第３学年 

１．教科の目標 

基礎的・基本的な知識及び技能を習得し、物事を数学的に考える力を身につけること。

また、数学が生活や問題解決に役立つことを知り、数学のよさを理解すること。 

 

２．年間計画 

【1 学期】 

・多項式 

・平方根 

・2 次方程式 

【2 学期】 

・関数yx ax 2  

・相似な図形 

・円 

【3 学期】 

・三平方の定理 

・標本調査 

 
３．評価の観点、評価規準と評価方法 

 ①知識・理解 ②思考・判断・表現 ③主体的に取り組む態度 

評価規準 数の平方根、多項式と 2

次方程式、図形の相似、

円周角と中心角の関係、

三平方の定理、関数

yx ax 2、標本調査などに

ついての基礎的な概念

や原理・法則などを理解

するとともに、数学的に

表現・処理する技能を身

につけようとしている。 

数の範囲に着目し、数

の性質や計算について 

考察したりする力、図

形の性質や関係を直感

的に捉え論理的に考察

する力、データ分析に

着目し、その傾向を読

み取り批判的に考察し

て判断する力を養う。 

数学的活動の楽しさや数

学のよさに気づいて粘り

強く考え、数学を生活や

学習に生かそうとする態

度、問題解決の過程を振

り返って検討しようとす

る態度、多面的に捉え考

えようとする態度を養

う。 

評価方法 ・定期テスト 

・単元テスト 

・小テスト 

・授業中の問題への取組

み 

など 

・定期テスト 

・単元テスト 

・小テスト 

・授業中の問題への取

組み 

など 

・授業態度 

・単元テスト 

・小テスト 

・提出物 

 など 

 



理科 第３学年 

１．教科の目標 

自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験

を行うことなどを通して、自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力

を育成することを目指す。 

２．年間計画 

【1 学期】 

・水溶液とイオン 

・酸、アルカリとイオン 

・化学変化と電池 

・生物の成長と生殖 

・遺伝の規則性と遺伝子 

 

【2 学期】 

・生物の多様性と進化 

・物体の運動 

・力のはたらき方 

・エネルギーと仕事 

・地球の運動と天体の動き 

・月と金星の見え方 

・宇宙の広がり 

【3 学期】 

・自然のなかの生物 

・自然環境の調査と保全 

・科学技術と人間 

・持続可能な社会をつくる

ために 

３．評価の観点、評価規準と評価方法 

 ①知識・理解 ②思考・判断・表現 ③主体的に取り組む態度 

評価規準 理科の基本的な概念や

原理・法則などを理解し

ているか。観察・実験の

基本操作や計画的な実

施、結果の記録や整理、

資料の活用の仕方を身

につけているか。 

 

見通しをもって観察、

実験などを行い、その

結果を分析して解釈す

る。思考・判断・表現し

ているかを発言や記述

の内容、ペーパーテス

トなどから状況を把握

する。 

生徒が自然の事物・現象

に進んで関わり、見通し

をもったり振り返ったり

するなど、科学的に探究

しようとしているかを発

言や記述の内容、行動の

観察などから状況を把握

する。 

評価方法 ・行動観察 

・発言発表 

・小テスト 

・レポート 

・定期テスト 

・行動観察 

・ワークシート 

・発言発表 

・小テスト 

・レポート 

・定期テスト 

・行動観察 

・自己評価 

・発言発表 

・小テスト 

・レポート 

・定期テスト 



音楽科 第３学年 

１．教科の目標 

 表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中

の音や音楽、音楽文化と豊かに関わる資質・能力を育成する。 

 

２．年間計画 

【1 学期】 

・歌唱 

・創作 

・鑑賞 

【2 学期】 

・合唱コンクール 

・鑑賞 

・器楽 

【3 学期】 

・歌唱 

・鑑賞 

 

３．評価の観点、評価規準と評価方法 

 ①知識・理解 ②思考・判断・表現 ③主体的に取り組む態度 

評

価

規

準 

曲想と音楽の構造や背景

などとの関わり及び音楽

の多様性について理解す

るとともに、創意工夫を生

かした音楽表現をするた

めに必要な歌唱、器楽、創

作の技能を身に付けてい

るか。 

曲にふさわしい音楽表現

を創意工夫することや、音

楽を評価しながらよさや

美しさを味わって聴くこ

とができているか。 

主体的・協働的に表現及び

鑑賞の学習に取り組み、音

楽活動の楽しさを体験す

ることを通して、音楽文化

に親しむとともに、音楽に

よって生活を明るく豊か

なものにし、音楽に親しも

うとしているか。 

評

価

方

法 

・定期テスト 

・実技テスト 

・授業中の取組み 

など 

・定期テスト 

・実技テスト 

・授業中の取組み 

など 

・授業態度 

・提出物 

など 

 

 



美術 第３学年 

１・教科の目標 

2・年間計画 

３・評価の観点、評価規準と評価方法 

 ①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的取り組む態度 

評価規準 ・対象や事象を捉える

造形的な視点につい

て理解している。 

・表現方法を創意工夫

して創造的に表して

いる。 

 

・造形的なよさや美しさ、表現の

意図と工夫、美術の働きなど

について考えるとともに、主

題を生み出し豊かに発想し構

想を練ったり、美術や美術文

化に対する見方や感じ方を深

めたりしている。 

・美術の創造活動の喜び

を味わい主体的に表現

及び鑑賞の幅広い学習

活動に取り組もうとし

ている。 

評価方法 ・授業中の制作への取

り組み 

・ワークシート 

・振り返りシート 

・作品 

 

・授業中の制作への取り組み 

・ワークシート 

・振り返りシート 

・作品 

・ 

・学習準備 

・提出物 

・鑑賞の学習活動 

・他教科等で獲得した、

技能や知識を生かして

いる。 

 

 

【１学期】 

・ゴッホと自画像（鑑賞） 

・自分という人間の存在証明 

      （表現・絵画） 

【２学期】 

・祈りの造形・仏像の美（鑑賞） 

・安心と安全のデザイン 

・木でつくる遊びの形         

（表現・デザイン・工芸）  

【３学期】 

・本の形で表現しよう 

 （表現・デザイン・工芸） 

（1） 主体的に美術の活動に取り組み美術を愛好する心情を深め，心豊かな生活を創造してい

く意欲と態度を高める。 

（2） 対象を深く見つめ感じ取る力や想像力を一層高め，独創的・総合的な見方や考え方を培

い，豊かに発想し構想する能力や自分の表現方法を創意工夫し，創造的に表現する能力を

伸ばす。 

（3） 自然の造形，美術作品や文化遺産などについての理解や見方を深め，心豊かに生きるこ

とと美術とのかかわりに関心をもち，よさや美しさなどを味わう鑑賞の能力を高める。 

 



保健体育科 第３学年 

１．教科の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．年間計画 

【1 学期】 

保健・体育理論・体つくり運動・

陸上競技・器械運動 

【2 学期】 

保健・水泳・陸上競技・球技・

ダンス・武道 

【3 学期】 

保健・球技 

 

３．評価の観点、評価規準と評価方法 

 ①知識・理解 ②思考・判断・表現 ③主体的に取り組む態度 

評価規準 種目による 

評価方法 ・定期テスト 

・授業観察 

・学習カード  など 

・定期テスト 

・授業観察 

・学習カード  など 

・定期テスト 

・授業観察 

・学習カード  など 

 

 

【体育分野】 

・各種の運動の合理的な実践を通して運動の楽しさ

や喜びを味わうとともに、運動技能を高めることが

できるようにする。 

・各種の運動を適切に行うことによって、体力の向上

を図り、たくましい心身を育てる。 

・各種の運動を行うことで、学び方を学習し、生徒が

主体的に活動する態度を育てる。 

・運動における競争や協同の経験を通して、公正な

態度や進んで規則を守り、互いに協力して責任を

果たすなどの態度を育てる。 

【保健分野】 

・文化としてのスポーツの意義につ

いて課題を発見し，課題の解決に向

けて学習に自主的に取り組み，理解

できるようにする。 

・感染症の予防と健康を守る社会の

取り組みについて，課題を発見し，

課題の解決に向けて学習に自主的

に取り組み，理解できるようにす

る。 

・ 健康と環境について，課題を発見

し，課題の解決に向けて学習に自主

的に取り組み，理解できるようにす

る。 



技術・家庭科 技術分野  
１．教科の目標 

生活の営みに係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせ，生活や技術に関する実践的・体験 

的な活動を通して，よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，生活を工夫し創造する資 

質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 

２．年間計画 

※感染症拡大防止の観点や授業の進行状況等により、題材・教材を変更することがあります。 

 

３．評価の観点、評価規準と評価方法 

 ①知識・理解 ②思考・判断・表現 ③主体的に取り組む態度 

評価規準 生活と技術について理解して

いるとともに，それらに係る

技能を身に付けている。 

生活や社会の中から問題を見い

だして課題を設定し、解決策を

構想し、実践を評価・改善し、

表現するなどして課題を解決す

る力を身に付けている。 

よりよい生活の実現や持

続可能な社会の構築に向

けて、課題の解決に主体

的に取り組んだり、振り

返って改善したりして、

生活を工夫し創造し、実

践しようとしている。 

 

①知識及び技能 

・実技テスト ・定期テスト ・創作した作品 ・授業プリント 

②思考力、判断力、表現力 

・授業プリント ・定期テスト  ・授業中の様子 ・授業の課題 

③主体的に取り組む態度 

 ・授業中の様子 ・授業の課題 ・授業プリント ・提出物  ・定期テスト 

 

 １年生 ２年生 ３年生(隔週で授業します) 

１学期 A：材料と加工の技術 

（木材加工の製作） 

D：情報の技術 

実施しません B：生物育成の技術 

（かいわれ大根の栽培） 
D：情報の技術 

２学期 A：材料と加工の技術 

（木材加工の製作） 

D：情報の技術 

C：エネルギー変換の技術 
（ラジオ製作） 

D：情報の技術 

B：生物育成の技術 
（かいわれ大根の栽培） 

D：情報の技術 

３学期 実施しません C：エネルギー変換の技術 
（ラジオ製作） 

D：情報の技術 

D：情報の技術 

（プログラミング） 



技術・家庭科 家庭分野  
１．教科の目標 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通

して，よりよい生活の実現に向けて，生活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成す

ることを目指す。 

 

２．年間計画 

※感染症拡大防止の観点や授業の進行状況等により、題材・教材を変更することがあります。 

 

３．評価の観点、評価規準と評価方法 

 ①知識・理解 ②思考・判断・表現 ③主体的に取り組む態度 

評価規準 家族・家庭の機能について理

解を深め，家族・家庭，衣食

住，消費や環境などについ

て，生活の自立に必要な基礎

的な理解を図るとともに，そ

れらに係る技能を身に付ける

ようにする。 

家族・家庭や地域における生活

の中から問題を見いだして課題

を設定し，解決策を構想し，実

践を評価・改善し，考察したこ

とを論理的に表現するなど，こ

れからの生活を展望して課題を

解決する力を養う。 

自分と家族，家庭生活と

地域との関わりを考え，

家族や地域の人々と協働

し，よりよい生活の実現

に向けて，生活を工夫し

創造しようとする実践的

な態度を養う。 

 

①知識及び技能 

・定期テスト ・創作した作品 ・授業プリント 

②思考力、判断力、表現力 

・授業プリント ・定期テスト ・提出物 ・授業中の様子 

③主体的に取り組む態度 

・授業中の様子 ・実技 ・授業プリント ・提出物  ・定期テスト 

 

 １年生 ２年生 ３年生(隔週で授業します) 

１学期 実施しません B 食生活 A 家族、家庭生活 

（幼児の生活と家族） 

２学期 B 衣生活（布の製作物） B 食生活（調理実習） 
C 消費生活、環境 

A 家族、家庭生活 

（幼児とのかかわり） 

３学期 B 衣生活（布の製作物） 
B 住生活 
 

実施しません A 家族、家庭生活 



英語 第３学年 

１．教科の目標 

 外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語 による聞くこと、読む

こと、話すこと、書くことの言語活動を通して、簡単 な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え

合ったりするコミュニケー ションを図る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 

２．年間計画 

【1 学期】 

NEW HORIZON３ 

Unit0～Unit3 

・受動態 

・現在完了 

 経験・完了・継続・ 

・現在完了進行形 

・make+(代)名詞+形容詞 

・SVOO(that 節) 

・It is ... (for+人)+to+動詞の

原形 

・want +人+to+動詞の原形 

・let(help)+(人)+動詞の原形 

【2 学期】 

NEW HORIZON３ 

Unit4～Unit6 

・間接疑問文 

・動詞+(人)+what などで始

まる節 

・過去分詞の後置修飾 

・名詞を修飾する文 

・関係代名詞の who 

・仮定法(I wish...) 

・仮定法 

(If +主語+ were …,～.) 

【3 学期】 

NEW HORIZON３ 

・１年生からの総復習 

 

３．評価の観点、評価規準と評価方法 

 ①知識・理解 ②思考・判断・表現 ③主体的に取り組む態度 

評価規準 外国語の音声や語彙、表

現、文法、言語の働きなどを

理解するとともに、これら

の知識を、聞くこと、読むこ

と、話すこと、書くことによ

る実際のコミュニケーショ

ンにおいて活用できる技能

を身に付けているか。 

コミュニケーションを行

う目的や場面、状況などに

応じて、日常的な話 題や社

会的な話題について、外国

語で簡単な情報や考えなど

を理解したり、これらを活

用して表現したり伝え合っ

たりすることができている

か。 

外国語の背景にある文化に

対する理解を深め、聞き手、読

み手、話し手、 書き手に配慮

しながら、主体的に外国語を

用いてコミュニケーションを

図 ろうとしているか。 

評価方法 ・定期テスト 

・小テスト 

・単元テスト 

・授業中の取組 

など 

・定期テスト 

・単元テスト 

・パフォーマンステスト 

・授業中の取組み 

・ワークシートの記述 

など 

・授業に取り組む姿勢 

・自分の活動への振り返り 

・単元テスト 

・パフォーマンステスト 

・提出物 

など 

 


